
目次

まえがき

訳者のことば

1 回路素子の選択 3

1-1 誘電体の組み合わせによるｺﾝﾃﾞﾝｻの安定度の改善 3

1-2 標準の素子値を用いた設計によるｺｽﾄﾀﾞｳﾝ 4

1-3 C-MOSとTTLとの消費電力の比較 5

1-4 標準C-MOS ﾊﾞｯﾌｧの最悪ｹｰｽのﾌｧﾝｱｳﾄ数 8

1-5 ﾄﾞﾘﾌﾄ特性をﾏｯﾁさせたICｵﾍﾟｱﾝﾌﾟによる節約 10

1-6 低ﾄﾞﾘﾌﾄICｵﾍﾟｱﾝﾌﾟ 13

1-7 ｺﾝﾃﾞﾝｻ選択に際しての交流電力の配慮 15

1-8 前型ｺﾈｸﾀと後型ｺﾈｸﾀに関する論争の要約 19

1-9 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ回路用部品の適合性 22

1-10 555の双安定動作のﾒｰｶｰによる相異 25

2 高密度回路実装技術 26

2-1 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ回路の基板面積と素子密度の推定 26

2-2 DIP素子の手動ﾊﾝﾀﾞ付けによるﾃｽﾄ費用の節減 28

2-3 高嗇度実装回路の設計における消費電力の評価 30

3 素子値の調整 34

3-1 正確にﾄﾘﾐﾝｸﾞした抵抗閉ﾙｰﾌﾟ 34

3-2 ﾌﾟﾘﾝﾄ板によるｶｽﾄﾏ可変のｺﾝﾃﾞﾝｻ 36

3-3 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀのｹﾞｲﾝによるｺﾝﾃﾞﾝｻ容量値の増加 39



4 表示用LEDの万能性 40

4-1 7ｾｸﾞﾒﾝﾄ数字のﾌｪｲﾙ･ｾｰﾌ字型 40

4-2 LEDによる過電圧の監視 43

4-3 異なる色のLEDによる相互ｽｲｯﾁ動作 44

4-4 遠くからでも良く見える大型16進ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 45

4-5 組込みLEDﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ･ﾃﾞｺｰﾀﾞによるﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ時計の

ﾛｼﾞｯｸの簡単化 47

4-6 C-MOS ﾛｼﾞｯｸの出力によるLEDの直接駆動法 49

4-7 7ｾｸﾞﾒﾝﾄ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲによるﾛｰﾏ数字ⅠからⅤの表示 50

4-8 LEDのｾﾝｻとしての一人二役 51

5 各種のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 53

5-1 両方向走査により走査速度を向上 53

5-2 複数機器の総負荷量をﾌﾟﾛｯﾄする記録計 55

5-3 16進数表示用2進符号変換 57

5-4 PROMを用いた16進ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ用2進-16進変換器 59

5-5 ICの論理状態を表示するｸﾘｯﾌﾟ･ｵﾝ･ﾓﾆﾀ 60

6 図式解法による回路設計 61

6-1 ｾﾐﾛｸﾞ用紙を用いたﾌｨﾙﾀ設計 61

6-2 ｸﾞﾗﾌを用いたAD変換器の選択法 63

6-3 図式解法による座標変換およびSWR算出 66

6-4 ｸﾞﾗﾌによるAD変換器のｱﾊﾞﾁｬｰ時間算出法 69

7 設計図表 71

7-1 ｶﾞｳｽ波形伝送のための必要帯域 71

7-2 熱伝導問題の簡便な解法 73

7-3 ｸﾞﾗﾌによる低域通過ﾌｨﾙﾀの設計 75

7-4 掃引速度の上限を決めるﾌｨﾙﾀ帯域 79

8 ｶﾘｷｭﾚｰﾀによる設計 81

8-1 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｶﾘｷｭﾚｰﾀによるｽﾌﾟﾘｱｽ周波数の解析法 81

8-2 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｶﾘｷｭﾚｰﾀによるﾌｨﾙﾀの特性解析法 85

8-3 簡単なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによるRLC回路の応答計算 87



8-4 抵抗型回路の直流特性解析ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 92

8-5 HP-45 ｶﾘｷｭﾚｰﾀによるRF増幅器設計法 95

9 計算のための種々な回路 99

9-1 応用範囲の広い汎用計算ﾓｼﾞｭｰﾙ 99

9-2 正弦波関数を格納したROM による平方根の算出法 101

9-3 定位相差回路によるFFT演算の高速化手法 103

9-4 逆2乗電圧発生ﾓｼﾞｭ-ﾙ 106

10 故障発見器 108

10-1 電源内蔵形比較器を用いた過負荷信号警告回路 108

10-2 多数の水漏れ検出信号を多重化し水漏れ場所を監視する回路 no

10-3 装置の電源切り忘れ防止ﾌﾗｯｼｭﾗﾝﾌﾟ 112

10-4 7ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示素子のﾓﾆﾀ 113

10-5 MOS ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの低漏電性を用いたｹﾑﾘ検出器 114

11 5つの雑音対策 116

11-1 SCR ｺﾝﾊﾞｰﾀのための最適な保護回路の選択 116

11-2 ICにおける雑音の重畳を防ぐ10の方法 118

11-3 遠隔制御利得切替えｵﾍﾟｱﾝﾌﾟの雑音抑圧法 121

11-4 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ･ｼｽﾃﾑの雑音を最小にする回路ﾚｲｱｳﾄ法 123

11-5 同軸構成ﾊﾞｽによる電源の過渡現象の抑圧 126

12 ﾀｲﾏの変った使い方 128

12-1 ICﾀｲﾏで寿命試験ｻｲｸﾙを制御 128

12-2 低価格lCﾀｲﾏの活用 130

12-3 ICﾀｲﾏのﾃﾞｭｰﾃｨｻｲｸﾙを99%以上に広げる 132

12-4 正確なﾃﾝﾎﾟを刻む全電子式ﾒﾄﾛﾉ-ﾑ 133

12-5 電子ﾀｲﾏ回路で溶接の能率を向上 135

12-6 2個のICﾀｲﾏを用いた自動車盗難警報器 137

12-7 IC ﾀｲﾏと光電池で LEDの輝度を調整 138

12-8 低価格ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟにﾄﾘｶﾞ掃引を付加 139

12-9 適応的に遅延時間を調節するﾓｰﾀ･ｽﾀｰﾀ 140

12-10 ICﾀｲﾏを用いたﾊﾞｯﾃﾘ自動充電器 142

12-11 ICﾀｲﾏで電子燃料ﾎﾟﾝﾌﾟを駆動 143



13 特殊なﾀｲﾐﾝｸﾞ回路 144

13-1 周波数逓倍法を用いたﾀｲﾐﾝｸﾞ回路 144

13-2 雑音に強いﾀｲﾐﾝｸﾞ回路 145

14 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ､変調､検出 148

14-1 混変調積を求めるﾃﾞｻﾞｲﾝﾁｬｰﾄ 148

14-2 1ﾁｯﾌﾟFM復調器 150

14-3 LEDﾓﾆﾀを用いたFSK復調器のﾁｭｰﾆﾝｸﾞ 153

14-4 回路設計の幅を広げるﾏｲｸﾛﾊﾟﾜPLL 155

14-5 2種の帯域幅ﾙｰﾌﾟを持った高速PLL 158

14-6 ｽﾄﾘｯﾌﾟﾗｲﾝに2個のﾊﾞﾗｸﾀを用いた変調方法 161

14-7 3値符号化による高速ﾃﾞｰﾀ伝送 164

15 ｱﾅﾛｹﾞ―ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ間の変換 166

15-1 電圧-周波数変換ﾓｼﾞｭ-ﾙの種々の応用 166

15-2 0Pｱﾝﾌﾟを用いたAD ｺﾝﾊﾞｰﾀ出力の反転 168

15-3 DA ｺﾝﾊﾞｰﾀのﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙﾘﾆｱﾘﾃｨ 170

15-4 経済的な16ﾋﾞｯﾄDA変換 172

15-5 IC ﾀｲﾏを用いた温度一周波数変換 174

15-6 時間遅延ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞによる簡易ｾﾄﾘﾝｸﾞﾀｲﾑ測定法 176

15-7 1週間以上も電圧をﾎｰﾙﾄﾞする精密ｻﾝﾌﾟﾙｱﾝﾄﾞﾎｰﾙﾄﾞ 178

16記録と記憶 179

16-1 ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽによるﾒﾓﾘﾄﾞﾗｲﾊﾞの簡易化 179

16-2 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ記録ﾍｯﾄﾞの長寿命化 181

16-3 楽しくて役に立つ磁界の音 185

16-4 DIPｽｲｯﾁとﾀﾞｲｵｰﾄﾞで作るPROM 186

16-5 ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀによるPROM書き込み 189

16-6 ｽﾀﾃｨｯｸRAMの消費電力の削減 191

17 種々の波形発生法 194

17-1 指数関数による波形近似 194

17-2 ﾊﾟﾙｽ発生器2台を用いた波形発生法 198

17-3 ICﾀｲﾏを用いた矩形波発生回路 200



17-4 機器試験用階段波形発生回路 202

17-5 ﾋﾞｯﾄ同期系の試験に適したｼﾞｯﾀ発生回路 204

17-6 回路設計に役立つ波形発生用IC 206

18 論理技術 210

18-1 IC2個でﾀｲﾑ･ｳｨﾝﾄﾞｳ内のｽﾄﾛ-ﾌﾞ･ﾊﾟﾙｽを調べる 210

18-2 命令語長を増やさずに命令の種類を増やす方法 212

18-3 2進法より高速な重み計数手法 214

18-4 論理回路を容量結合で用いて珍しい仕事を行なわせる 216

18-5 不要な零を除去した1の補数加算器 218

18-6 非順序計数回路の設計にｶﾙﾉｰ･ﾏｯﾌﾟを利用する 221

18-7 単一電源で低消費電力の新しいECLｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙな論理回路 224

18-8 電子ｻｲｺﾛによって難しい決断を楽に行なう 226

19 論理回路にｲﾝﾀｰﾌｪｲｽする手法 228

19-I C-MOS ｼｭﾐｯﾄ･ﾄﾘｶﾞに単なるｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ以上の働き

をさせる 228

19-2 ﾀｯﾁ･ｽｲｯﾁだけを用いほかの部品を使わずにﾃﾞｰﾀを入力す

る 232

19-3 TTLIC をﾀｯﾁ･ｷｰﾎﾞｰﾄﾞとして用いる 233

19-4 光ｱｲｿﾚｰﾀによりCRTﾀ-ﾐﾅﾙとﾌﾟﾘﾝﾀ･ﾗｲﾝを結合

する 235

19-5 ICﾀｲﾏを低ｺｽﾄのﾗｲﾝ･ﾚｼｰﾊﾞとして使う 237

19-6 ﾎﾟｹｯﾄ･ｶﾘｷｭﾚｰﾀをｷｰﾎﾞｰﾄﾞ入力装置にかえる 238

20 ﾛｼﾞｯｸ･ﾌﾟﾛｰﾌﾞに関する新ｱｲﾃﾞｱ5選 241

20-1 音色でﾚﾍﾞﾙを表わす低価格なﾛｼﾞｯｸ･ﾌﾟﾛｰﾌﾞ 241

20-2 可聴音によりﾛｼﾞｯｸ･ﾚﾍﾞﾙを識別するTTL ﾚﾍﾞﾙ･ﾃｽﾀ 243

20-3 4種類のﾓｰﾄﾞ表示ができる汎用ﾛｼﾞｯｸ･ﾌﾟﾛ-ﾌﾞ 245

20-4 2色の発光ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ対によるﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ状態表示器 247

20-5 ﾛｼﾞｯｸ･ﾌﾞﾛｰﾌﾞに数字表示機能を加える 248

21 ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟによる新しい測定法 249

21-1 ﾄﾘｶﾞ･ｼｽﾃﾑを用いたｵｼﾛｽｺｰﾌﾟによる短時間ﾊﾟﾙｽの‘

検出 249



21-2 ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ写真用ﾌｨﾙﾑの選択 252

21-3 ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ用ﾌﾟﾛｰﾌﾞの種々な利用法 255

21-4 自在方向性先端部を有するﾗｲﾄﾍﾟﾝ用ﾌﾟﾛｰﾌﾞ 256

21-5 ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ画面の格子ｽｹｰﾙによる信号の3dB減衰点の測定 257

21-6 絶縁回路による対地平衡電圧の測定 258

22 簡単なR､L､C測定法 259

22-1 周波数ｶｳﾝﾀを用いたｷｬﾊﾟｼﾀﾝｽ測定法 259

22-2 交流電圧計を用いた電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ容量測定法 261

22-3 ｵﾍﾟｱﾝﾌﾟを用いたﾀﾞｲｵｰﾄﾞ接合容量測定回路 262

22-4 高抵抗測定に役立つ対数化ﾓｼﾞｭｰﾙ 265

22-5 ﾊﾟﾙｽ応答によるｺﾝﾃﾞﾝｻ寄生ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽの測定 267

22-6 AD変換器を用いた抵抗値測定回路 270

22-7 可聴音で抵抗値を示すﾃｽﾀ 273

22-8 10OnH以下のｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ測定 274

22-9 ｺﾝﾃﾞﾝｻの周波数特性および温度特性 275

22-10 動作状態における複素ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ測定 278

22-11 ｶｳﾝﾀを用いたｷｬﾊﾟｼﾀﾝｽﾒｰﾀ 281

22-12 校正不要な直読式ｵｰﾑﾒｰﾀ 282

23 能動素子の諸特性の測定 284

23-1 同時に5種類のdcﾁｪｯｸができる演算増幅器試験回路 284

23-2 1回の測定でMOSFETのしきい値電圧を求める方法 286

23-3 光ｱｲｿﾚｰﾀの試験回路 287

23-4 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの線形動作をｼﾐｭﾚｰﾄできるﾊﾟﾙｽ試験 289

23-5 ﾙｰﾌﾟを切らずに開放ﾙｰﾌﾟ利得を測定する方法 291

23-6 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの高周波利得の簡易測定法 292

23-7 消費電力一定の条件でβを測定できる帰還回路 295

23-8 一定の直流電力を消費する可変能動負荷 297

23-9 ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｾｯｻ内のROMの自己ﾁｪｯｸ 299

23-10 光ｶﾌﾟﾗの応答速度試験回路 301

23-11 ﾏﾙﾁﾒｰﾀによるﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ･ﾓﾃﾞﾙのﾊﾟﾗﾒｰﾀ測定 303

24 周波数と時間の計測 306

24-1 ｵｰﾊﾞ･ﾚﾝｼﾞ警報器つき周波数計 306



24-2 最小の部品数で構成した周波数ｶｳﾝﾀ 308

24-3 2個のLEDをたがいに逆極性に接続したｾﾞﾛﾋﾟｰﾄ表示器 309

24-4 会話型端末の使用時間測定 310

24-5 C-MOS ｹﾞｰﾄで可変分周器を構成 311

25 種々の制御手法 313

25-1 ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｾｯｻの割込みを監視するｶｳﾝﾀ 313

25-2 光ｱｲｿﾚｰﾀ回路による電話回線の状態表示 315

25-3 ﾘﾝｶﾞ信号で簡単なﾒﾛﾃﾞｨを鳴らせる回路 317

25-4 ﾊﾟﾜｰﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ回路でﾃｰﾌﾟﾚｺｰﾀﾞの速度を制御する方法 318

25-5 ﾌﾛﾝﾄ･ﾊﾟﾈﾙ設計のｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 320

25-6 ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｾｯｻでﾎﾟﾃﾝｼｮﾒｰﾀの位置をﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ化す

る手法 322

25-7 同期ﾓｰﾀの軸位置を検出する2つの回路 323

25-8 種々の制御に応用できるﾊﾟｯｹｰｼﾞ入り電源回路 324

26 ｽｲｯﾁﾝｸﾞの容易化 328

26-1 ｺﾝﾊﾟﾚｰﾀ回路を用いた多目的ｼｭﾐｯﾄ･ﾄﾘｶﾞ 328

26-2 ｶﾘｷｭﾚｰﾀ･ﾁｯﾌﾟ電源の立ち上がりを速めるﾘｰﾄﾞﾘﾚｰ･

ｽｲｯﾁ回路 330

26-3 ｽﾊﾟｰｸｷﾞｬｯﾌﾞのｽｲｯﾁとしての動作 331

26-4 高電圧ｽｲｯﾁのためのnpn/pnp対回路の代用回路 335

26-5 2つのｹﾞｰﾄを用いてﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟを作る新しい方法 336

26-6 ﾛｼﾞｯｸｹﾞｰﾄをﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟとして動作させる 338

27 回路の温度安定化 339

27-1 発振器の温度補償にﾃﾞｨｼﾞﾀﾙICを使う 339

27-2 ICﾀｲﾏとｻｰﾐｽﾀによる温度制御 343

27-3 ﾀﾞｲｵｰﾄﾞによる高電力ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀのﾊﾞﾗﾝｽ345

27-4 1つのﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを温度感知と発熱器に兼用 346

27-5 1つのｻｰﾐｽﾀで簡単な温度制御器を作る 347

28 高周波､ﾏｲｸﾛ波､雑音の測定 349

28-1 高周波電力測定のための正しい検出器の選択 349

28-2 ｶｯﾌﾟﾗを補償すれば測定精度がよくなる 352



28-3 ｼｽﾃﾑの雑音をHzからMHzまで測る 353

28-4 低価格高感度のﾏｲｸﾛ波漏洩ﾓﾆﾀ 356

28-5 50Wまで計れるrf簡易電力計 358

29 ICのﾃｽﾄ方法 360

29-1 1回のﾃｽﾄ設定によるﾜｲﾔﾄﾞANDｹﾞｰﾄ回路検査法 360

29-2 ﾋﾞｰﾑ･ﾘｰﾄﾞを壊さないICﾁｯﾌﾟﾃｽﾄ法 361

29-3 多種のICのﾁｪｯｸができる生産ﾗｲﾝ向けﾛｼﾞｯｸ･ﾃｽﾀ 363

29-4 LSIﾃｽﾄ用高精度ｺﾝﾊﾟﾚｰﾀ 365

29-5 ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗROMのｱｸｾｽﾀｲﾑの測定法 367

29-6 簡易型TTLﾜｲﾔﾎﾟﾝﾄﾞのﾃｽﾄ法 370

29-7 不良回路分離用DIPｽｲｯﾁ治具 372

29-8 TTLおよびC-MOS回路のｲﾝ･ｻｰｷｯﾄ･ﾃｽﾀ 373

30 ｹｰﾌﾞﾙ束線のﾃｽﾄ方法 375

30-1 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙな簡易型ｹｰﾌﾞﾙﾃｽﾀ 375

30-2 三点測定法による同軸ｹｰﾌﾞﾙの損失関数導出法 380

30-3 二連切替えｽｲｯﾁを用いた簡易ｹｰﾌﾞﾙﾃｽﾀ 381

30-4 ﾛｼﾞｯｸ回路を用いたｹｰｽﾞﾙﾃｽﾀ 382

30-5 ﾀｲﾏと二色LEDを用いたｹｰﾌﾞﾙﾃｽﾀ 383

30-6 抵抗値測定によるﾊﾝﾀﾞ検査方式 385

31 電源ﾃｽﾄ回路 387

31-1 安価な電源ﾃｽﾄ回路 387

31-2 電源ﾃｽﾄ用電子負荷 389

31-3 LEDを用いた電源結線ﾃｽﾄ回路 390

31-4 ﾏﾙﾁ出力直流電源のﾃｽﾄ回路 391

32 ﾒｰﾀ類の効率的な利用法 393

32-1 種々の波形に対する電力補正乗数 393

32-2 VOM によるｲｸﾞﾆｼｮﾝﾄﾞｳｪﾙ角の調整 395

32-3 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾊﾟﾈﾙ計のﾘﾆｱｵｰﾑ計への転用法 397

32-4 ﾏｲｸﾛﾎﾞﾙﾄ分解能の直流差動電圧計 398

32-5 ｸﾜｯﾄﾞｵﾍﾟｱﾝﾌﾟを用いた2 1/2ﾃﾞｨｼﾞｯﾄDVM 402

32-6 ﾎﾞﾙﾄ計による微小電流測定 405



32-7 交流電圧計の指示値の変換表 406

32-8 ﾎﾞﾙﾃｰｼﾞﾚｷﾞｭﾚｰﾀを用いた拡大ｽｹｰﾙ計 408

32-9 手製のﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ電圧計 409

32-10 電圧計の高入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ化 411

32-11 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾏﾙﾁﾒｰﾀの有効利用法 413

33 ﾎﾟｹｯﾄ電卓のうまい使い方 414

33-1 ﾎﾟｹｯﾄ電卓で2乗を直接計算する方法 414

33-2 平方根を求める3ｽﾃｯﾌﾟの方法 415

33-3 任意進数から10進数への数の変換 416

33-4 過去･現在･未来にわたるｶﾚﾝﾀﾞｰの計算 417

33-5 2つの定数のｽﾄｱ 418

33-6 ﾃﾞｰﾀを一度入力するだけで各種統計的解析を実行する 420

33-7 電卓で2組の数を同時に合計する 420

33-8 10進法からほかの進法への変換方法 422

33-9 ﾎﾟｹｯﾄ電卓で逆数を簡単に計算する 425

34 電卓のいろいろな使い方 426

34-1 4関数電卓でﾁｪｽの試合の時間をはかる 426

34-2 多項式を計算し､その根を求める 428

34-3 多項式展開により電卓の表示桁数を拡張する 430

34-4 定数ﾚｼﾞｽﾀつき電卓でexを計算する 433

34-5 exを求める連続計算 434

34-6 ｷｰ操作の回数で答を出す 435

34-7 ｷｰ操作の回数で対数を計算する 436

34-8 exを計算する別の方法 437

34-9 ｻｲﾝ･ｺｻｲﾝを線形内挿によって計算する 437

34-10 多項式の計算を早く高精度で行なう方法 439

35 種々の安定化電源 440

35-1 ｽｲｯﾁﾝｸﾞ･ﾚｷﾞｭﾚｰﾀのｽｲｯﾁﾝｸﾞ周波数の2倍化 440

35-2 拡声器用ｱﾝﾌﾟによる可変交流電源 443

35-3 安定化電源のVC積による入力断時の耐力の設定 445

35-4 DC/DC ｺﾝﾊﾞｰﾀ設計のﾓﾉﾘｼｯｸICによる簡単化 447

35-5 LEDによるC-MOS用電圧の安定化 449



35-6 汎用ｵﾍﾟｱﾝﾌﾟによる能動電圧分割回路 451

35-7 電源の過渡特性を制御する 452

35-8 ｽﾃﾚｵｱﾝﾌﾟを可変ac電源として使う 454

35-9 速くて簡単な電源設計 455

36 ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ用語集 458

36-1 ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽの分野の省略語 458

36-2 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾃｽﾄ用語集 463


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10

